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(3) FL 光源 SRS 分光顕微鏡の開発 
従来報告の可変な光バンドパスフィルタをダブルパス型化することで、小型な広帯域波長可変FL光源の開発に成功
している。また、光バンドパスフィルタを用いた簡易な群遅延分散補償法を開発している。これにより、SRS分光イメ
ージングのための実用性に優れた光源を実現している。これを用いてFL光源SRS分光顕微鏡を構成し、高速・広帯域な
SRS分光イメージングを実証している。 
以上のように、本論文は、SRS顕微法の実用性を向上させるための基盤技術を確立し、高い実用性・機能性を有する
SRS顕微鏡システムの開発をまとめたものである。本研究の成果は、実用性に優れたSRS顕微鏡システムの実現可能性
を示したことにある。これは、SRS顕微法の利用のための障壁を大きく引き下げることに繋がる。また、医療等の現場
で利用できるシステムの実現可能性を示している。これにより、ラベルフリーなイメージング技術の発展が加速され、
医療や生命科学分野への貢献が期待される。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
